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平成 29 年度 精神障がい者地域移行ワーキングの取組 
 

目 的 
 精神科病院に入院している精神障がい者の地域移行及び地域定着の促進、並びに精神

障がい者が地域で安心して暮らせる体制の整備について検討を行い、地域移行及び地域

定着を推進する。 
 

構成員 
メンバー：11 名 
 （所属：精神科病院、相談支援事業所、 

市町村、保健所、こころとからだの相談支援センター） 

H29 年度 
事業実績 

 
【検討経過】 
第 1回（H29.7.27） 

 29 年度ワーキングでの取組についての検討 
 
第 2回（H29.9.26） 

  ・ピアサポーターの養成に向けた協議 
 ・地域相談支援の充実に向けて、相談支援専門員等を対象とした研修等の企画 
 

第 3 回（H30.1.26） 

 30 年度の取組について検討 
 ・平成 29 年度 630 調査の結果について 
 
【成果】 
  ・ピアサポーターの養成に向けた意見交換を行い、目的や活動内容等養成に向けた体 

制づくりを行った。 
・地域相談の充実に向け、ワーキングメンバーを講師とした地域移行支援・定着支援

の促進研修が企画できた。 
・その他、ワーキングメンバーが精神科病院出張研修の講師となり地域の支援体制に

ついて病院職員へ情報提供を行った。 
 

H30 年度 
事業計画 
（予定） 

 
・精神科病院との意見交換会を通じた病院との連携強化 
・地域相談支援の充実に向けて、相談支援専門員等を対象とした研修等の企画 
・居住の場の確保に向けたアンケート調査を通じた実態把握 
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次第２

平成３０年度の取組について
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平成３０年度の取組について 

 

１ 精神障がい者地域移行・定着体制整備事業 

   

 

 

２ 地域移行に係るアドバイザーについて 

 

 

 

３ 新たな住宅セーフティネット制度について 建築住宅課 

 

 

 

 

４ 家賃債務保証制度等に関する他県の取組事例 

  ・東京都、島根県、東京都板橋区 

 

 

 

５ 来年度の取組 

  ・住宅確保について 
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◆県内アドバイザー派遣事業

市町村における自立支援協議会の運営の円滑化・活性化のため、県から市町村自立支援協議会に県内
アドバイザーを派遣する。

○ 期待される効果
・自立支援協議会の運営に関するアドバイスや他の地域の現状をアドバイザーから直接聞くことで、当該
地域の自立支援協議会の活性化に繋がる
・専門的な事案で、行き詰まっている案件について、各分野の専門家からアドバイスをもらうことで、当該
地域の課題解決に繋がる

○ 事業の仕組み
①県内アドバイザーの定義
・県内における各分野の専門家等を「県内アドバイザー」と位置づける。
・資格要件等は求めず、自立支援協議会の活性化のために有用なアドバイスをする専門家に依頼する。
・アドバイザーは、県自立支援協議会の委員又は委員の推薦を受けた者の内、事務局（県障害福祉課）
から依頼する。

②県内アドバイザー名簿
・アドバイザーの氏名、所属、アドバイスが可能な分野、経験年数及び派遣が可能な地域を記載した名簿
を作成し、市町村（市町村自立支援協議会）に送付する。

③派遣までのながれ
・市町村からの申込みにより、県はアドバイザーを市町村自立支援協議会に派遣する。
・アドバイザーは、自立支援協議会の運営方法や専門的な内容について助言する。

※ ②～③の詳細は別紙のとおり

県内
アドバイザー

県内アドバイザーの所属する
法人・団体

◆県内アドバイザーの登録と派遣の流れ

県自立支援協議
会委員

事務局
（県障害福祉課）

①依頼

②承諾

③推薦

⑤登録の
通知

④登録

市町村

③申込

市町村自立支援協議会
（部会など）

（要望）
④派遣依頼
⑦謝礼・交通費

⑤承諾

⑥助言等

県内アドバイザー名簿

①名簿配布

②名簿
配布

県内アドバイザーの登録 県内アドバイザーの派遣

アドバイザー 所属
アドバイスが
可能な分野

経験年数
派遣が

可能な地域

○○　×× 相談支援事業所○○
・▲▲▲
・□□□

・○年
・×年

・大分市、別府
市、日出町

①県内アドバイザー派遣活用方法について

-6-



県
内

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

名
簿

自
立
支
援
協
議
会

相
談
支
援

就
労

療
育

発
達
障
が
い

当
事
者

そ
の
他

首
藤
　
辰
也

社
会
福
祉
法
人
別
府
発
達

医
療
セ
ン
タ
ー
　
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

相
談
支
援
専
門

員
別
府
市

〇
〇

県
内
全
域

神
志
那
　
久
美

社
会
福
祉
法
人
紫
雲
会

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
イ
相
談
支
援
専
門

員
豊
後
大
野
市

〇
竹
田
市
、
豊
後
大
野
市

石
川
　
博
一

社
会
福
祉
法
人
　
清
流
会

相
談
支
援
事
業
所
「
ル

ポ
ー
ズ
」

相
談
支
援
専
門

員
宇
佐
市

〇
〇

県
内
全
域

石
松
　
聡
美

社
会
福
祉
法
人
　
す
ぎ
の
こ

村
　
　
相
談
支
援
事
業
所

B
e
e
す
け
っ
と

相
談
支
援
専
門

員
日
田
市

〇
〇

派
遣
区
域
に
つ
い
て
は

別
途
相
談

橋
本
　
和
美

社
会
福
祉
法
人
別
府
発
達

医
療
セ
ン
タ
ー
　
地
域
療
育

連
携
室

係
長

別
府
市

〇
〇

主
に
児
童
ケ
ー
ス

に
対
応

五
十
嵐
　
猛

大
分
県
発
達
障
が
い
者
支

援
セ
ン
タ
ー
「
イ
コ
ー
ル
」

セ
ン
タ
ー
長

大
分
市

〇
〇

県
内
全
域

小
川
　
由
夏

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
社

会
福
祉
事
業
団
　
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

じ
ゃ
ん
ぷ

佐
伯
市

〇
派
遣
区
域
に
つ
い
て
は

別
途
相
談

浅
倉
　
恵
子

諏
訪
の
杜
病
院
　
ど
ん
ぐ
り

の
壮
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
分
県
高
次
脳

機
能
障
が
い
支

援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

大
分
市

〇
高
次
脳
機
能
障
害

県
内
全
域

荒
巻
　
成
志

社
会
福
祉
法
人
　
由
布
市

社
会
福
祉
協
議
会

相
談
支
援
専
門

員
由
布
市

〇
〇

〇
地
域
福
祉

県
内
全
域

大
谷
　
慎
之
介

佐
伯
圏
域
障
が
い
者
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
っ
ぷ
（
大
分
県

な
お
み
園
）

相
談
支
援
専
門

員
佐
伯
市

〇
大
分
市
、
別
府
市
、
臼

杵
市
、
津
久
見
市
、
豊

後
大
野
市

佐
藤
　
任
孝

大
分
県
発
達
障
が
い
者
支

援
セ
ン
タ
ー

発
達
障
が
い
者

地
域
支
援
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

大
分
市

〇
〇

〇
県
内
全
域

宮
迫
　
賢
太
郎

ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー
株
式

会
社
　
リ
フ
ァ
イ
ン
大
分

代
表
取
締
役

豊
後
大
野
市

〇
大
分
市

佐
藤
　
英
毅

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
　
つ
わ
ぶ
き
園

利
用
者

大
分
市

〇
〇

〇
〇

〇
県
内
全
域

小
野
　
泰
史

大
分
県
教
育
庁
特
別
支
援

教
育
課

課
長
補
佐

大
分
市

〇
大
分
市

佐
伯
市

派
遣
可
能
地
域

氏
名

所
属

職
地
域

ア
ド
バ
イ
ス
可
能
な
分
野

-7-



-8-



-9-



-10-



-11-



(対象は低額所得者のみ)
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家賃債務保証制度等に関する他県の取組事例 

  

○ 東京都 生活支援付すまい確保事業 平成 27 年度～平成 31 年度 

  住宅に困窮し、日常生活に不安のある高齢者等が住み慣れた地域で安心 

 して暮らせるよう、居住支援協議会等を活用して、すまいの確保と見守り 

 等生活支援を一体的に提供する区市町村の取組を支援 

  ・活用事例 

   「高齢者等入居支援事業」 実施主体 杉並区居住支援協議会 

   民間賃貸住宅への入居または更新の際に、保証人が見つからず、民間の 

保証会社を利用した方にその保証料の一部を居住支援協議会が助成する。 

 助成金額 30,000 円を限度に１回のみ助成 

 

○ 島根県 入居債務保証支援事業 実施主体 市町村社会福祉協議会 

  ・対象者 

家賃等について継続的な支払いができるにも関わらず、入居時の保証人 

 の確保ができないため賃貸住宅への入居が困難な  

 ・概要 

対象者の入居の際、市町村社会福祉協議会と家主が入居債務保証契約を 

締結 

   利用料 15,000 円 

   原資 300 万（島根県 150 万円補助、県社会福祉協議会 150 万） 

   １９市町村社協のうち、９社協で実施 

 

 〇 東京都板橋区 板橋区家賃等債務保証支援事業 

  ・対象者 

   ①高齢者 ②障がい者世帯 ③ひとり親世帯 ④多子世帯 

  ・概要 

   保証人の見つからない対象者が区と協定を結んだ民間保証会社と保証委 

託契約を結び、入居を支援する。 

区と民間保証会社は協定を結んでいる。 
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次第３

その他
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４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

自
立
支
援
協
議
会

第
１
回
協
議

会
第
２
回
協
議

会

市
町
村
担
当
者
会
議

市
町
村
担

当
者
会
議

相
談
支
援
・
研
修
部
会

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

地
域
移
行
専
門
部
会

第
１
回
部
会

第
２
回
部
会

精
神
障
が
い
者

地
域
移
行
ワ
ー
キ
ン
グ

第
１
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
２
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
３
回
ワ
ー

キ
ン
グ

第
４
回
ワ
ー

キ
ン
グ

参
考
〈
平
成
2
9
年
度
の
取
組
内
容
〉

自
立
支
援
協
議
会

　
　
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
、
市
町
村
の
課
題
等
の
検
討

相
談
支
援
・
研
修
部
会

　
　
自
立
支
援
協
議
会
相
談
部
会
の
活
性
化
、
相
談
支
援
専
門
員
の
人
材
育
成

地
域
移
行
専
門
部
会

　
　
大
分
県
障
が
い
福
祉
計
画
、
地
域
移
行
に
関
す
る
課
題
把
握
、
支
援
策
の
検
討

精
神
障
が
い
者
地
域
移

行
ワ
ー
キ
ン
グ

　
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
研
修
の
企
画
等

平
成
３
０
年

平
成
３
１
年

平
成
２
９
年
度

平
成
３
０
年
度
自
立
支
援
協
議
会
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

圏
域
会
議
の
開
催
（
６
圏
域
）
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